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ニーズ・シーズのマッチング 

～現場需要に合った技術を求めて・・・～ 

 

四国技術事務所 
技術情報管理官  瀬戸 寿和 

 

１．はじめに 

 四国技術事務所に着任してから 1 年 7 ヶ月、国土交通省新技術の担当をしており

ます瀬戸と申します。登録申請時に申請者から「新技術に登録しないと使ってもら

えない。」とか「国土交通省のお墨付き(保証)がつく。」あるいは、「四国技術事

務所に行って新技術登録するように。」という話をよく聞きます。 

 しかし、最近、新技術登録申請に持って来られる技術には現場需要（以後「ニー

ズ」と言います）とのずれが生じているようです。よって、登録されても直轄工事で活用されな

いまま５年で消えてゆく技術が多いように感じています。 

この度、登録申請に来る技術を待ち受けるのではなく、「ニーズ」を公開して「ニーズ」に合

った技術（以後「シーズ」と言います）を募集～マッチングする催しが実施されたので報告いた

します。 

 

２．シーズの募集・マッチング・現場試行・検証等手順 

 対象技術は、実用化されていない又は新技術未登録の技術です。 

まず「ニーズ」を公開して「シーズ」を公募します。 

次に、「シーズ」の応募があると、「ニーズ」要望者と「シーズ」応募者によるマッチング会

議及び個別調整を行います。 

マッチング会議および個別調整が成立したら、現場で試行して結果の検証を行います。 

 

３．試行結果の検証・報告について 

 現場試行を行った技術については、報告書を公表するとともに、検証結果に応じて①新技術への

登録、②新技術テーマ設定型のテーマへの設定、③技術の改良についての助言等さらなる技術開

発の促進や実装に向けて支援を行います。 

  

４．シーズの募集～マッチングまで 

 あらかじめ、アンケートを行った結果、「ニーズ」が提案され、実現性や他地整と覆らないこ

と等を考慮すると全２４テーマの「ニーズ」に集約されました。 

その「ニーズ」を公開して「シーズ」の公募を行った所、２テーマ（No.4「河川護岸における

水中部の基礎の状態（基礎背面からの吸出しの有無、基礎が浮いていないか）が把握できる技術」、

No.10「歩道舗装の健全性の定量評価および補修の要否判断が可能な技術」）に対して３シーズの

応募があり、「シーズ」応募者とのマッチング会議及び個別調整を行った結果、２シーズが（No.10

「歩道舗装の健全性の定量評価および補修の要否判断が可能な技術」）にマッチングに至りまし

た。 

 



 

≪報文≫                                 「四国技報」第３８号 令和２年１月１日 

 

以下、「シーズ」公募時の「ニーズ」一覧表の抜粋です。 

 

４．おわりに 

 今後、現場で試行して結果の検証を行う予定です。 

 これらの技術は、何れ新技術に登録されることが見込まれ、結果、「ニーズ」にマッチした新

技術が増えることで、より効果的な公共事業促進につながって行けばよいと考えています。 


